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研究成果の概要（和文）：聴覚障がい学生のための授業での双方向コミュニケーションの実現のために，事前の
アンケート調査を行い，その結果に基づいて，遠隔情報保障システムに表出機能の追加開発を行った．また，模
擬授業形式の評価実験を実施し，表出機能に関する評価を行った．その結果，「心理的負担」「速報性」「正確
性」の観点からは有意差が認められなかったが，「総合的」な観点からは聴覚障がい学生が表出するための機能
としての「講師にテキストを送信する機能」と「テイカーが代わりに発話する機能」間で有意差が認められた．
全てのバランスを総合的に考慮して，聴覚障がい学生によって「講師にテキストを送信する機能」が好まれた．

研究成果の概要（英文）：Expression functions were additionally developed on T-TAC Caption, a remote 
captioning system for hearing impaired students, based on the results of a questionnaire survey 
conducted in advance. Two expression functions are “text is sent to the instructor” and “a taker 
speaks instead”. An evaluation test was conducted in a simulated class, and the effectiveness of 
the expression functions was evaluated using Scheffe’s ANOVA on paired comparison (Nakaya 
variation). There was a significant difference in case of “Comprehensive” viewpoint combining the 
three viewpoints of “Psychological burden”, “Accuracy”, “Immediacy”. Students that were 
hearing impaired were found to make decisions by comprehensively taking all viewpoints into account.

研究分野：情報保障工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
平成28年度から施行された障害者差別解消法にて重要視されている合理的配慮でも謳われている双方向コミュニ
ケーションの確保・実現に関しては，その研究や手段等が不十分なままである． 我々は，双方向性の確保を目
標として，主にその最適な手段の提案と検証を実施し，聴覚障がい者の社会参加の一助となりたいと考え，本研
究活動に取り組んだ．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年，聴覚障がい者の高等教育機関進学率が増加し，文字によるリアルタイム字幕サービス
（文字による情報保障）への期待が更に高まっている．我々はこれまでに科学研究費補助金を得
て，多様な状況に対応した情報保障システム開発のための基礎的な研究を実施してきた．それら
の研究成果によって，開発したシステムは初等中等高等教育の現場で活用され始めている．しか
しながら現状では，平成 28年度から施行された障害者差別解消法にて重要視されている合理的
配慮でも謳われている双方向コミュニケーションの確保・実現に関しては，その研究や手段等が
不十分なままである．  
 
 
２．研究の目的 
 
前述の，双方向性の確保を目標として，主にその最適な手段の提案と検証を実施し，聴覚障が
い者の社会参加の一助となりたいと考え，本研究活動に取り組んだ． 
 
 
３．研究の方法 
 
 発話に依存しなくて済むような聴覚障がい学生のためのインタフェース（手法や工学的なシ
ステム）を開発し，実験システムに組み込む．双方向性の実現に関して最適な手法を調査するた
めに，開発したシステムを用いて，聴覚に障がいのある学生，聞こえる学生，字幕をリアルタイ
ムに入力するテイカーに対して模擬授業による経験を通してアンケート調査項目に回答して貰
う．分析的な手法によって，最適な手法や傾向を見出す．研究において必要な研究倫理審査を受
け，研究活動を実施した． 
 
 
４．研究成果 
 
 予備的な研究活動として，表出に関連した事前のアンケート調査を実施し，表出に際しての現
行の対応策や経験，表出評価に際して重要となる観点を見出した． 
開発システムを，聴覚障がい学生１名，聞こえる学生複数名という構成にて模擬授業を行い，
各手法に関しての比較をして貰った．手法の内，「表出機能 1」は，表出内容を文字で聴覚障が
い学生が直接講師へ伝える方法である．また，「表出機能 2」は，表出内容を文字で聴覚障がい
学生がテイカーに伝え，テイカーが音声よって講師へ伝える方法である．聴覚障がい学生からは
「心理的負担」，「速報性」，「正確性」，「総合的」，「大勢の聴学生の中で役立つか」という 5つの
観点の全てにおいて「表出機能 1」，「筆談」，「表出機能 2」の順に平均嗜好度が高いという結果
が得られた．しかし，「心理的負担」，「速報性」，「正確性」の 3つの観点では有意な差は認めら
れなかった．「総合的」な観点では「表出機能 1」は「表出機能 2」よりも統計的に好まれている
と言える．「表出機能 1」では講師に直接テキストを送信し読み上げて貰うため，聴覚障がい学
生はその読み上げの様子を見て自分の表出内容が伝えられていく状況をある程度把握すること
ができるであろう．しかし「表出機能 2」では，テイカーが読み上げている様子を音量バーでし
か実感することができず，テイカーによる読み上げだけでは，自分の表出内容が伝えられていく
状況を実感できないという点から「表出機能 2」の評価が低くなったことが考えられる．また，
3つの観点を総合した観点のみ有意差が認められたことから，聴覚障がい学生が表出手段を選ぶ
際には，「心理的負担」，「速報性」，「正確性」の全てのバランスを総合的に考慮して判断してい
ると言える．実験による体験から推測して貰った「大勢の聴学生の中で役立つ」という観点では，
「表出機能 1」は「表出機能 2」と「筆談」よりも統計的に好まれていると言える．「表出機能１」
は講師との物理的距離に関係なく表出することができる．この利点は「表出機能 2」，「筆談」に
はないメリットであり，聴覚障がい学生から高い評価を得た理由の 1 つであることが推察され
る．また，テイカーからは「表出機能 1」の速報性の高さについての自由記述もあった． 
聴学生に尋ねた「授業のスムーズさ」における評価では，「表出機能 1」，「筆談」，「表出機能 2」
の順に平均嗜好度が高いという結果が得られ，「表出機能 1」と「筆談」は，「表出機能 2」より
も統計的に好まれていると言える．「表出機能 1」と「筆談」間で有意差は認められなかったた
め，聴学生にとっては「表出機能 1」が「筆談」の代わりに利用されても違和感はないと推察さ
れる．これら，聴覚障がい学生と聴学生から得た結果より，聴覚障がい学生が感じた評価と聴学
生が感じた評価は，評価の観点は異なるが，総合的な評価は概ね同じ傾向にあることが推察され
る． 
「表出機能 2」の評価が最も低い結果になった理由としては，主に“音声表出による不安感”，



“システム利用によって生じる違和感”と“その場にいない第三者の介入”という 3点が推察で
きた．この 3点により，表出機能 2は聴覚障がい学生にとっても聴学生にとっても違和感のある
ものだったと考える． 
本研究では，現在利用されている遠隔情報保障システムの 1 つである T-TAC Caption に表出
のための機能を追加開発し，最適な双方向コミュニケーション手段を実験によって見出すこと
を目的とした．このような機能は，他の情報保障システムであってもソフトウェア的に実装可能
なはずである．本研究からは，聴覚障がい学生，聴学生ともにすべての観点において，講師にテ
キストを直接送信する「表出機能 1」の評価が最も高く，テイカーが代わりに発話する「表出機
能 2」の評価が最も低いことがわかった．また，テイカーからはこの「表出機能 2」に関しては，
機能利用開始当初は聴覚障がい学生からの表出内容の受信に当初は気が付きにくいという点も
指摘され，同時に改善案も報告された．このように，テイカーから得られた幾つかの機能案も含
めて，今後の研究活動に役立てていきたい． 
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